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3年ぶりに総会を開催できました。出来る限り事業を進めて参ります !

【会長挨拶】

3年ぶりに顔を含わせての総会を開催でき、元気な町内会長のお姿を見て

大変嬉 し<悪います。コロす感染の拡大防止に努めたこの2年と数ケ月の

間にあっても、子どもや高齢者の事件・事故からの見守りや一斉清掃など

色展な活動に取り組んでいただきました。心からお礼を申し上げます。

連町でも、この間コロすにより中止とする事業がありました。 しかし6月

に早速「スマホ学習会」を実施するなど、新年度は “コロすを正 し<恐れて、

できることは臆せずに実行 していきたい"と考えております。 会長 黒 木 満

新型コロすウイルスの流行に油断はできませんが、町内会、地区連含町内会、市、そ して

関4系する皆さんと連携を密にして本年度も「町内会に活力をもたらす」各事業を進めてまい

りたしヽと思います。よろし<お願いいた します。

5月 21日 (土)の総会では、令和 3年度

事業報告・決算 と、新たに「スマホ学習会の

実施」や 「町内会で行 う防災訓練への支援」

が盛 り込まれた令和 4年度の事業計画案・予

算案を承認 しま した。

総会の承認を受け、各事業の実施に向けて

動き始めています。

スマホ学習会が開催されました !

6月 13日 (月 )にスマホの活用方法につ

いて学習会を実施 しました。

町内会での連

絡手段や広報手

段 と して の活

用、行政からの

情報の受け取 り

方法、そしてス

マホからの手続き方法などを学びました。

スマホの活用で、町内会内の周知や役員間

の連絡が簡単になり、町内会の意思疎通も迅

速に深められると期待 されます。

港まつりで踊りましょう月

港まつ りが 8月 6日 (土 )、 7日 (日 )

に実施 されます。「市民踊 り」は

北大通 りをパレー ドしないことと

な りま したが、 6日 (土 )オープ

ニングにおいて踊 ります。町内

会 か らの参加者 には参加記念

品を用意 しますので、是非 とも

ご参加 ください。参力日ご希望の

方は各町内会に連絡をお願い

します。

なお、町内会での協賛金集めはしません。

パークゴルフ大会、今年も実施します !

パー クゴルフ大会を例年 どお り8月 27
日(土)に市内 4会場で実施 します。

長の元に詳 しい案内を送付する他、
ゴルフ場にもポスターを掲示 します

ので、参加希望者は町内会を経由

町内会

パーク

してお申込みください。 1人
500円の参加料を申込時に

いただきます。 ヽ



頚三H    I匿
総会の開会に先立ち、町内会活動にご貢献いただいた皆様を表彰しました。

表彰を受けられた皆様は次のとおりです。

【連合町内会表彰 (町内会長 )】

浅井和彦 (運河公園地区連合町内会)、 安藤朝興 (大町

6丁 目洲崎会)、 榊英雄 (堀川第一町内会)、 故手塚一

至 (松浦町第一親睦会)、 阿部一之 (若松町栄親会)、

斎藤紀之 (愛国西町内会)、 滑川紀一 (鳥取 5丁 目町内

会)、 山崎晃 (鳥取北 9丁 目町内会)、 魚田喜由 (鳥取

南 8丁 目町内会)、 橋本忠 (元仁々志別町内会)

【連合町内会表彰 (個人 `団体 )】

宮本正義 (朝 陽大通 り町内会 )、 石山朝男 (若松町栄親

会)、 関川龍也 (同 )、 脇本諭紀孝 (喜多町内会)、 西島徳

二 (若草町第二親交会 )、 福士和子 (鳥取北 9丁 目町内

会)、 岩倉守 (鳥取南 8丁 目町内会 )、 鹿野浩司 (文苑すこ

やか町内会)

【広報紙コンクール表彰】

最優秀賞 :春中南町内会、優秀賞 :新栄町内会、昭和南
6丁 目町内会、文苑 2丁 目町内会、広報部長賞 :美原 5

丁目町内会、芦野 5丁 目のぞみ町内会、尺別町内会、敢

闘賞 :緑ケ岡睦和町内会、91路市入江町内会、昭和睦

町内会、文苑ほのぼの町内会、奨励賞 :春採見晴町内

会、美原 3丁 目町内会、星が浦町内会

[市長表彰 (町内会役員)]
馬内喜吉 (益浦団地町内会)、 岸部栄 (桜ケ岡附属南町内

会)、 加藤輝美 (同 )、 小澤義博 (同 )、 戸田季晴 (同 )、 山

峙貴美子 (同 )、 武田誠一 (同 )、 伊藤勝美 (春採仲の澤町

内会)、 高橋政司 (り
|1上親交会)、 三浦与志子 (同 )、 瀧浩

之 (同 )、 西谷加代子 (若松町栄親会)、 角田和男 (同 )、

福井昭 (住之江DH6自 治会)、 春木律子 (同 )、 槍舘猛

(喜多町内会 )、 粟津宏紀 (愛 国西町内会 )、 村川紀雄

(同 )、 小野松裕子 (同 )、 川 口文一 (同 )、 石井悟 (同 )、

齋藤真沙子 (同 )、 山根員佐子 (同 )、 請川裕康 (同 )、 佐

藤環 (同 )、 大橋美江子 (同)、 木下夕美子 (鳥取 5丁 目

町内会 )、 山崎晃 (鳥取北 9丁 目町内会)、 岩倉守 (鳥取

南 8丁 目町内会)、 魚田喜由 (同 )、 山崎清治 (大楽毛南

町内会 )、 鹿野浩司 (文苑すこやか町内会)、 山形弘 (文

苑 3丁 目町内会 )、 黒澤勝 (緑町町内会)、 大場久雄 (同 )、

湯澤利明 (同 )、 安藤資章 (同 )

※お名前は順不同で敬称を省略しています。

()は所属町内会です。

「つながることの意味を考える」

～私たちが住みたい地域で～

講師 村 木 厚 子 氏

釧路市家庭カウンセラー養成講座・クラ

ブの創立 40周年記念講演会として、元厚生

労働事務次官の村木厚子氏の講演会が開催

されます。

連町女性部幹事会はこの講演を女性部幹

事研修会の一環 として位置付けました。是

非一緒に出席 しましょう。

日時 :7月 16日 (土)午 後 1時～

場所 :生涯学習センター 2階大ホール

申込 :7月 5日 (火 )ま でに連町事務局ヘ

講師紹介

1955年生まれc高知大学卒

業。78年労働省 (現厚生労

働省)入省。13年から15

年まで厚生労働事務次官。

退官後、若年女性を支援す

る若草プロジェク トの活動

に携わつている。

「読書は子 ども達の豊かな

感性や表現力、創造力を高める

ために効果的である」と言われ

ていることから、市教育委員会

では読書する雰囲気を広 く醸

成 して、読書が日常生活の一部

として根付くことを目指 しています。

そ うしたことか ら、市立小中学校におい

て行われている魅力ある学校図書館づ くり

に携わる 「学校支援ボランテ ィア」や 「朗

読ボランティア」 として子 ども達に本を読

み聞かせていただける地域住民の方を募集

しています。

連合町内会 として、読書推進に協力 した

い と考えてお り、これ らボランティアヘの

協力について各町内会で周知 くださるよう

お願い します。

なおご協力いただける方は、近 くの学校

又は連町事務局にご連絡 ください。

【学校支援ボランティアの例】
・本の配架 ・新着本の装備  ・本の修理  ・読書案内の

パンフレットやポスターの作成  ・自主的な読書活動への

支援  ※学校により様々です
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釧路市防災土ネ ッ トワーク

代表 石 害」 宗 仁

ばなりません。高台以外に住まれている皆さん、

かりにもし自分の家が津波被害にあつて、我が家

に帰れなくなってしまった と考えてみてくださ

い。最低限自分にとつて必要なものを持ち出さな

いと後々後悔することになります。

あわせまして、剣|1路 は夏の夜もとても寒くなり

ます。被災してしまったときに体温を保つために

身体を温める上着も常に準備 しておきましょう。

私たち「釧路市防災士ネットワーク」は日本防

災士機構の認定を受けた防災± 11人が防災に関

する情報を共有し、災害から地域住民の命を守る

ことを目的として活動してお ります。依頼を受け

ましたら個人宅でも出向き、家の中の減災指導や

災害から乗 り切るお話をさせてもらいますので、

お気軽に事務局にご連絡下さい。
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l元気で働き、明るく豊かなまちをつくりましょう。  1.人にやさしく、心ふれあう温かいまちをつくりましょう

1.き まりを守り、安全で安心な住みよいまちをつくりましょう。 1.文化を高め、命を尊ぶ平和なまちをつくりましょう

1.緑 を育て、自然豊かなされいなまちをつくりましょう。 1郷 土を愛し、世界に誇れるまちをつくりましょう。

みんなでつくろう ゴミのないまち きれいなふるさと

第3回 理事会報告

6月 6日 (月 )に第 3回理事会を開催 し、次

の事項について協議 しました。

①町内会の力日入状況の報告

3月 末現在 486町内会、40,342世帯の加入

②管内町内会連絡協議会総会の報告

11月 に弟子屈町で研修交流会決定など

③スマホ学習会 (6/13)の確認

④港まつ り「市民踊 りJについて

北大通でのパ レー ドは実施 されないこと

を踏まえ、協賛金を求めないことを決定。

オープニングで予定されている F踊 り」

に参加を募ることを了角早。

※理事会終了後には各専門部会 に分かれ

て、新年度事業計画の詳細確認などを行

いました。 (女性部幹事会は翌 7日 (火 )に

開催 )

公園の使用には「届」が必要です!

公園の使用にあたつては、市に 「公園の使

用について (届 出)」 を提出しなければなりま

せん。また、火気使用の場合などは消防署に

届け出ることも必要です。
コロナの影響で中止になつた事業を再開す

る場合には各届出書の提出を忘れないよう

にしましょう。

○提出先 。相談先 :市公園緑地課 (831-4557)

植樹ます等における革花の植栽について

市道の植樹 ます等 に草花 の植栽 を希望す

る個人、団体は届け出が必要ですc草花の

植栽 には一定の条件があ りますので、詳 し

くは下記にお問い合わせ ください 3

0問合先 :市道路河川課管理担当 (314558)

■■ 主な行事予定  ■■

7月 16日 村木氏講演会

7月 22日 三役会、 7月 27日 理事会

8月  6日  )巻まつり材―プニングでの市民踊り)

‐ ※次回の連町通信は、8月 24日発行です。

「地
域
の
役
に
立
ち
、
感
謝
を
伝
え
合
う
」

北

嶋

公

博

後
押
し
し
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

昨
年
６
月
か
ら
は
、
町
内
の

一
般
家
庭
で
の
窓
ク
リ
ー

ニ
ン

グ
を
続
け
て
お
り
、
大
変
好
評

を
頂
き
ま
し
た
。

７
月
は
、
大
楽
毛
北
３
丁
目

町
内
会
を
対
象
と
し
た
地
域
向

け
食
堂
を
開
き
、
蕎
麦
の
セ
ッ
ト
や
煎
餅

の
販
売
を
行
い
、
お
客
様
か
ら
は
、
属

い

し
い
―
」
「今
度
は
、
い
つ
開
店
し
ま
す

か
？
」
な
ど
、
あ
り
が
た
い
言
葉
を
頂
き

ま
し
た
。

１０
月
は
、
大
楽
毛
地
域
住
民
津
波
避
難

訓
練
が
行
わ
れ
、
津
波
緊
急
避
難
施
設
に

指
定
さ
れ
て
い
る
本
校
の
屋
上
ま
で
、　
２‐

名
の
地
域
の
方
々
に
上
が

っ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
「階
段
は
大
変
だ

っ
た
け
ど
、
初

北
海
道
釧
路
鶴
野

支
援
学
校
長

究
極
の
幸
せ
」
を
子
供
た
ち
が
実
感
で
き
る

よ
う
、
地
域
と
の
つ
な
が
り
を
大
切
に
し
て

い
ま
す
。
地
域
の
方
々
と
関
わ
り
、
戻
っ
て

き
た
子
供
た
ち
の
表
情
を
見
る
と
、
地
域
の

皆
さ
ん
か
ら
頂
く
感
謝
の
言
葉
が
子
供
た
ち

に
ど
れ
ほ
ど
大
き
な
力
を
与

え
て
い
る
か
が
よ
く
分
か
り

ま
す
。

今
年
度
は
、
「人
の
役
に
立

ち
、
感
謝
を
伝
え
合
う
教
育

活
動
の
推
進
」
を
経
営
の
重

点
の

一
つ
に
掲
げ
、
感
染
症
対
策
が
あ
る
今

だ
か
ら
こ
そ
で
き
る
工
夫
を
重
ね
、
子
供
た

ち
は
も
と
よ
り
、
地
域
の
皆
さ
ん
に
も
幸
せ

を
感
じ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
取
り
組
ん
で
参

り
ま
す
。

め
て
屋
上
ま
で
上
が
り
、
確
認
で
き
て
良

か
っ
た
。
」
な
ど
の
声
を
頂
き
ま
し
た
。

子
供
た
ち
の
社
会
自
立
を
目
指
す
本
校
と

し
て
は
、
「人
に
愛
さ
れ
、
一褒
め
ら
れ
、
役

に
立
ち
、
必
要
と
さ
れ
る
と
い
う
人
間
の

連町通信は、赤い羽根共同募金の
支援を受けて発行しています。li虜:琥薦 胞≠翻


